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下新川海岸は、古くから海岸地形が不安定であ
り、越波被害を受けやすい条件下に曝されていた。

★674年（天智13年）越中国内が大風雨により海
岸一帯に波浪が起こり、陸地が侵食した。

★1647年（正保4年）海岸侵食により泊村の住民
が、横尾村の下手に屋敷替えした。

★1718年（享保3年）海岸侵食により横尾村から
沼保村、荒川新村地内（現在地）へ再度移転した。

★1739年（元文4年）横山村の海岸侵食が激しく、
元文4年（1739）より寛保年中（1741～44）迄に同
村の百姓は全て屋敷替した。

泊村 横山村 

横尾村 
沼保村 
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被害箇所位置図

砂浜幅の経時変化(空中写真より作成)

黒部ダム：1963年完成

出し平ダム：1988年完成
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①古くからの海岸災害との闘い

②古地図（1850年）と近年の地形図との海岸線比較

③空中写真による浜幅の変化の実態

1850年から 1947(S22)
年の時点で後退が発生
している。
このことから、下新川海
岸の侵食はダム建設に
よる供給土砂量の減少、
漁港等の防波堤建設に
よる沿岸漂砂の遮断と
いった人為的な要因だけ
ではなく、それ以前の古く
から侵食性の海岸である
ことが言える。

下新川海岸の侵食について
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古地図(1850年)と近年の地形との汀線位置の比較

海防図～空中写真（1850～1947）97年間
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下新川海岸の侵食要因

生地を襲う寄り回り波

低気圧が去って、半日から一日ほどたって、風が
収まった後突如として来襲する富山湾特有のうね
り性の大波を「寄り回り波」と呼ぶ。

①下新川海岸を襲う寄り回り波

富山湾特有の「寄り回り波」や冬期間の北東ないし
東北東の季節風による高波浪が、直接海岸まで押し
寄せる。

下新川海岸の海底地形

下新川海岸の侵食要因については、次のことが推測される。

②海岸に迫る海底谷（かいていこく）

海岸線に迫る多数の海底谷（洋谷）が形成されている。
海底勾配は非常に急峻で、砂礫は海岸付近に留まることができず、海底谷に流
失してしまう。
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黒部川



下新川海岸の侵食要因

③黒部川の流路の固定
黒部川は、過去から氾濫を繰り返し扇状地のいたる所
から海岸へ土砂供給していたが、治水事業の進捗により
現在の河道に固定され、土砂供給の範囲が黒部川以西
に限定。

黒部川
黒部川

越中国（絵図）1624～1652 幾筋に川筋が
描かれている

新川郡婦負郡見取絵図1804～1818年
黒部川の流路が固定

④沿岸漂砂の減少による影響
当海岸の沿岸漂砂は、新潟県側から西へ流れる傾向に
あり、漁港等の施設建設によりその漂砂の流れが遮断。

ダムの竣工年

沿岸漂砂の遮断

（昭和52年現在の規模） （昭和42年防波堤建設開始） （昭和27年7月外郭施設
建設開始）
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⑤ダム建設等による供給土砂量の減少
ダムにより流下する土砂を貯水池内に堆積させたことや
砂利採取等により、海岸への供給土砂量が減少 。

河川 ダム名 竣工年

宇奈月ダム （排砂設備あり）2001 年（平成 13 年）

出し平ダム（電力)（排砂設備あり）1985 年（昭和 60 年）

小屋平ダム（電力） 1936 年（昭和 11 年）
仙人谷ダム（電力） 1940 年（昭和 15 年）

黒部川

黒部ダム（電力） 1963 年（昭和 38 年）

小川 朝日小川ダム 1990 年（平成 2 年）
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下新川海岸の海岸事業の効果

下新川海岸では、昭和３５年より直轄海岸工事を進めて
おり、黒部市生地鼻より東側は直立堤及び副堤が概成し、
現在は、離岸堤、副離岸堤、緩傾斜堤及び人工リーフを施
工している。

事業着手以来の効果として、汀線後退が抑制されている。
また、砂浜幅の回復が図られたり、侵食が止まり、汀線が
安定しつつある。

空中写真から読みとった汀線変化（前の写真との比較）

直轄工事着手
1960年(昭和35年)～

事業実施前

直轄工事区間
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海岸の汀線後退状況

昭和35年頃～
消波工による直立堤の

保護に着手

昭和45年頃～
離岸堤に着手

昭和60年頃～
緩傾斜堤に着手



下新川海岸の海岸事業の効果

H13

H17

生地鼻

有脚式突堤の効果

H17

S50

離岸堤及び副離岸堤の効果

吉原

有脚式突堤

副離岸堤
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荒俣

S60

H17

離岸堤及び人工リーフの効果

H2

人工リーフ 離岸堤 離岸堤
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第1工区 

土砂収支

下新川海岸土砂収支（現状）のイメージ

「青色で塗りつぶした箇所

=負の収支（侵食）」

ほぼ全域に渡って青色で塗られた負の収支となっており、正の収支となっている箇所が少ない。

また、海底谷へ流出する量が多い海岸であることがわかる。

1.9万m3/年

3.4万m3/年

0.6万m3/年
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-1.5

-0.5
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-0.7
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※「土砂収支シミュレーションモデル」により2001～2006年の平均的土砂移動を推定

黒
瀬
川

片
貝
川

第2工区

第3工区

-1.9
0万m3/年

第5工区

第6工区

沿岸漂砂は東から西へ

0.1万m3/年

0.8万m3/年
2.0万m3/年

+1.2

生
地
鼻 第4工区

-1.0

3.0万m3/年

（総合土砂管理と併せて検討中）
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下新川海岸土砂管理基本方針（イメージ図）

ここでは、「静的安定」「動的安定」を
次のように定義する。

•静的安定：ある区間において砂の
沿岸方向の流入・流出が少なく、少
量の養浜で安定している海岸

•動的安定：ある区間において砂の
沿岸方向の流入・流出が同じで安定
している海岸

工区毎の土砂管理方針

・砂の供給を見込めないことから「静的安定」による整備を目指す。第５工区

・「静的安定」による整備を目指す。第１工区

・「静的安定」による整備を目指す。第６工区

・黒部川から砂の供給が見込まれる区域である。

・連携排砂等により、砂の供給が見込まれることより「動的安定」
による砂浜の回復を目指す。

第４工区

・海底谷があり、砂の流失が多いため砂浜を整備することが出来
ない。

・砂の供給が見込めないことから「静的安定」による整備を目指す。

・利用を考慮して家屋連担地区を対象に砂浜を整備する。

第２、３工区

（八幡以西）

・海底谷がなく、砂の流失が少ないことから、砂浜を整備すること
とする。

・砂の供給が見込めないことから「静的安定」による整備を目指す。

第２工区

（春日）
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第６工区

第５工区

第４工区

第３工区

第２工区

第１工区

海底勾配:緩

海底勾配:急

凡例

河川からの供給土砂

海底谷への損失土砂

沿岸漂砂の向き

防護上砂浜の必要な区間

汀線維持区間

人為的な砂の移動（養浜）

海底勾配急な箇所

黒部川

小
川

境
川

片貝川

生地鼻

宮崎漁港

入善漁港

海底谷

海底勾配:緩

海底谷

海底谷

海底谷

黒瀬川

養浜

養浜

海浜利用

海底勾配:急

海底勾配:急

動的安定

静的安定

静的安定

静的安定



黒部川の総合的な土砂管理方針

【砂防】

◇土砂災害の軽減

◇土砂流出の抑制・調節（透過型砂防えん堤）

【ダム】

◇排砂・通砂により、洪水調節容量、利水容量
を確保し、流入土砂を下流へ供給

【河川】

◇河床変動実態を把握し、河床を維持（河床の
安定）

◇河口部は、養浜や砂利採取の方策を検討

【海岸】

◇侵食対策の実施（海岸保全施設、養浜）

【モニタリング】

◇河床材料調査及び土砂動態モニタリング・土
砂動態予測計算の改善を実施し、その結果を
各種計画に反映

黒部川総合土砂管理のイメージ図
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